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＊＊ 2017 年 4 月 改訂 第 8 版（新記載要領に基づく改訂） 製造販売届出番号 20B1X00005000011 

 ＊ 2014 年 3 月 改訂   機械器具 48 注射筒 

  一般医療機器 歯科麻酔用注射筒 35969000 

カ ー ト リ ッ ジ 用 注 射 器 - Ⅱ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【形状・構造及び原理等】 
本品に、歯科用局所麻酔カートリッジ製剤及び歯科用デンツプライ注射

針（ロック式）を取り付け、プランジャーを押して投与する歯科用カートリッ 
ジ型注射器である。 
 

＜構造図＞ 
 

ルアーキャップ： 
歯科用デンツプライ注射針を 
ワンタッチで装着可能。 

 

ネジキャップ（付属）： 
ねじこみ式注射針を使用する 
際に装着する。 

 

平プランジャー： 
浸潤麻酔を行う際に使用する。 

 

螺旋銛付プランジャー： 
伝達麻酔を行う際に取り換え 
て使用する。 

 

 
 

                                   
【使用目的又は効果】 
プレフィルドカートリッジ及び滅菌針を用いて歯科用局所麻酔薬を投与

するために用いる歯科用器具をいう。本品は再使用可能である。 
 

【使用方法等】 
使用の前に本品を高圧蒸気滅菌又は乾熱(180℃)滅菌する。 
本品は、歯科用キシロカインカートリッジ及び歯科用シタネスト-オクタプレ

シンカートリッジ等の 1.8ｍL 製剤専用である。 
注射針は別売の歯科用デンツプライ注射針を使用することを推奨する。 
 
1. 注射針を取り付ける前にプランジャーを一杯に

引き、カートリッジを後部から装てんする。 
2. 注射針を装着する。 
3. 液を２～３滴、滴下させた後、注射を行う。 
4. 治療がすべて完了した後、注射針は元のコンテ 

ナーに収め、キャップをして処分する。 
本品に付着した血液、唾液、麻酔液等の汚物を 
できるだけ早く除去し、院内感染防止のために洗 
浄・消毒すること。【保守・点検に係る事項】参照。 

 

本品を伝達麻酔に使用の場合は、次の手順に従って行うこと。 
プランジャーを平プランジャーから螺旋銛付プランジャーに取り換える。 
1. 上記同様にカートリッジを装てん後、螺旋銛付プランジャーのハンド

ルを右に回転させ、ゴム栓に螺旋銛を食い込ませる。 
2. 注射針を装着する。 
3. 針を刺入後、プランジャーを軽く引く。 
4. 吸引の結果を観察する。（針の先が血管に入っていれば血液がカー

トリッジに入るのがはっきり見える） 血液の吸引が無いことを確認す

れば、注射を行える。 

 5. 注射が終わったら、螺旋銛を取り外し、プランジャーを引きカートリッジを

取り出す。 
＜使用方法等に関連する使用上の注意＞ 

強圧をかけずに、できるだけゆっくり注射すること。 

 ［骨膜下の強圧注射は組織の損傷又は、カートリッジの破折及び液漏れ

につながる恐れがある。］ 

【使用上の注意】 
＜重要な基本的注意＞ 

洗浄し滅菌してから使用すること。 【保守・点検に係る事項】参照。 
 

＜相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること）＞ 

[併用注意] (併用に注意すること) 

歯科用キシロカインカートリッジ及び歯科用シタネスト-オクタプレシンカー

トリッジはともに金属を侵す性質があるので、長時間注射器や注射針に接

触させないこと。 

＜不具合・有害事象＞ 

手技に伴い、一般的に以下のような不具合や有害事象が発生する恐れが

ある。有害事象が発生した場合は速やかに医師の診断を受けること。 

1) その他の不具合 
①本品の破損 
②カートリッジの破損及び液漏れ 

2) その他の有害事象 
①感染 
②組織損傷 

 

＜その他の注意＞ 
1. 螺旋銛付プランジャーがカートリッジのゴム栓に食い込まなくなった場合

は交換すること。 
2. 螺旋銛付プランジャーの先端は鋭利になっているので、洗浄、保管時

等には誤刺に注意すること。  

【保管方法及び有効期間等】 
＜保管方法＞  
1. 保管にあたっては、洗浄をした後、腐食を防ぐために保管期間の長短に

かかわらず必ず乾燥すること。 
2. 滅菌済みのものを保管する際には、再汚染を防ぐため清潔な場所に保

管・管理をすること。 

【保守・点検に係る事項】 
1. 使用後は、できるだけ早く血液、唾液、麻酔液等の汚物を除去し、院内

感染防止のために洗浄・消毒すること。特に先端内部はブラシ等で十分

水洗いし異物を除去すること。 ［注射器先端内部に異物（錆等）が付着

すると、カートリッジのメンブランゴムとの密着性が悪くなることにより液漏

れが発生する可能性がある。］ 
2. 洗浄剤・消毒剤は、その方法に適したものを選択し、適正な濃度で使用

すること。 
3. 強アルカリ／強酸性洗浄剤・消毒剤は、本品を腐食させる恐れがあるの

で、使用をさけること。また、金属たわしや磨き粉等は、本品の表面が損

傷するので、使用しないこと。 
4. 洗剤の残留がないように十分にすすぎをすること。仕上げすすぎには、

浄化水 （濾過、蒸留、脱イオン化等）を用いることを推奨する。 
5. 長期間使用するとプランジャーと本体部分の金属摩耗によりブレが大きく

なる。この場合は使用をさけること。 ［ブレがあるとカートリッジが破折し

たり、液漏れしたりすることがある。］ 
6. 分解・洗浄後、組み立てる際には次の点に注意すること。 

・  汚れ、傷、曲がり、可動部の動き等に異常がないか点検すること。 
・  プランジャーとＴ型ハンドルの嵌合（かんごう）は十分に行うこと。 

［プランジャーの折れ、曲がり等の原因になる。］ 
  ・ キャップをしっかりと締め付けて、ピックアップハンドルを十分に固定す 

ること。  ［不十分な場合は、プランジャーの折れ、曲がり等の原因に 
なる。］ 

【禁忌・禁止】 

＜使用方法＞ 

強圧をかけて注射しないこと。  
［骨膜下の強圧注射は組織の損傷又は、カートリッジの破折及び液

漏れにつながる恐れがある。］ 

【警 告】 
＜使用方法＞ 

1. 本品は、患者毎に洗浄・滅菌すること。滅菌は高圧蒸気滅菌又は

乾熱(180℃)滅菌で行うこと。 【保守・点検に係る事項】参照。 

［未滅菌のまま使用した場合、感染等の有害事象が生じる恐れが

ある。］ 

2. 注射針やカートリッジは、患者毎に交換すること。 

＊

  ＊ 

 ＊＊ 

 ＊＊ 

 ＊＊ 

 ＊＊   
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ネジキャップ（付属）

Ｔ型ハンドル
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・ 長期間使用するとピックアップハンドルに曲がりが生じることがある。  
また、ピックアップハンドルのホール周囲のメッキにひび割れ等の劣化 
が認められる場合がある。この場合は使用をさけること。なお、劣化が 
認められなくとも、ピックアップハンドルは定期的に交換することが望ま 
しい。他の部品も同様である。 ［劣化が進行すると使用中にピックアッ 
プハンドルが破断することがある。］ 

7. 点検・組み立て後に、高圧蒸気滅菌又は乾熱(180℃) 滅菌すること。 
8 .使用前に本品に劣化が無いことを確認すること。ヒビ、傷、破損、磨耗、 

   腐食その他異常が確認できたときは、使用しないこと。 

  [本品、併用医療機器等の破損につながる恐れがある。特に、長期間に 

亘る使用は、使用状況により程度は異なるものの、使用時の負荷や併用 

する医薬品・滅菌時の水分による金属侵食等のダメージが蓄積し破損の 

リスクが増大するので、長期使用にともなう金属疲労による破損の恐れが 

ある。使用中の破損により誤刺・損傷の恐れがある。] 
 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

＜製造販売元＞ 
株式会社八光 

長野県千曲市大字磯部 1490 番地 
TEL 026-275-0121 

 
＜製造元＞ 

   株式会社八光 
 

販売元： デンツプライシロナ株式会社  東京都港区麻布台１－８－１０ 麻布偕成ビル 
 

＜問い合わせ窓口＞    
  デンツプライシロナ株式会社 

カスタマーサービス 
TEL 0120-789-123              FAX  0120-789-129 
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